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平成 21年６月期第２四半期累計期間（連結）業績予想との差異及び 

通期（連結）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成21年６月期（平成20年７月１日～平成21年６月30日）の業績予想について平成20年８月28日に

当社「平成20年６月期決算短信」にて公表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたしますので

お知らせいたします。 

 

記 

 

１. 平成21年６月期第２四半期累計期間業績予想との差異（平成20年７月１日～平成20年12月31日） 

 

                                 （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

前回予想（A） 1,500 0 0 △85 

今回実績（B） 1,316 △76 △78 △171 

増減額（B-A） △184 △76 △78 △86 

増減率（％） △12.2 － － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成20年６月期第２四半期） 
1,508 △227 △197 △363 

 

２. 平成21年６月期通期業績予想の修正（平成20年７月１日～平成21年６月30日） 

 

                                 （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（A） 3,000 0 0 △170 

今回修正（B） 2,500 △175 △175 △315 

増減額（B-A） △500 △175 △175 △145 

増減率（％） △16.6 － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成20年６月期） 
2,990 △325 △348 △637 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

３. 第２四半期累計期間業績予想との差異 

第１四半期会計期間（平成20年７月１日～平成20年９月30日）におきましては、原油価格の高騰

による諸物価の高騰が影響し、第２四半期会計期間（平成20年10月１日～平成20年12月31日）にお

きましては、原油価格は下落に転じたものの、第１四半期会計期間から懸念されていた米国の景気

後退を起因とする世界的な金融危機が本格化したことによる個人消費の冷込みが一層表面化してま

いりました。こうした経営環境の中、「美容室運営事業」におきましては、新規顧客をコンスタン

トに獲得しているものの、既存顧客の来店サイクルが鈍る傾向等があり、「ＩＴアパレルブランド

事業」におきましては、上記の状況から購買意欲が減少する等の影響により、売上高は前回予想と

比べて184百万円減少の1,316百万円と予想を下回る結果となりました。 

「美容室運営事業」「ＩＴアパレルブランド事業」の販売費及び一般管理費につきましては、経

営基盤の効率化を図った結果、のれん償却額69百万円を含め、実態事業として両事業ともに黒字化

しておりますが、売上高の低下に相応して、当初予想よりも営業利益が減少し、個別において発生

した費用をカバーできず、営業利益は76百万円減少の△76百万円、経常利益は78百万円減少の△78

百万円、四半期純利益は86百万円減少の△171百万円となりました。 

 

個別の業績につきましては、連結子会社からのコンサルティング売上が一定に推移し、販売管理

費及び一般管理費につきましても、計画通り推移していることから、当初業績予想から変更はあり

ません。 

 

４. 通期業績予想の修正 

  今後、国内企業の経営状態が更に深刻となることで、雇用削減から個人消費の減退が進行してい

くと考えており、企業競争力の強化、継続的かつ高い成長性・収益性を確保するための経営スキー

ムの確立を構築するものの、「美容室運営事業」の来店サイクルの鈍化等や「ＩＴアパレルブラン

ド事業」の購買意欲の減少等が避けられないことから、売上高は前回予想と比べて500百万円減少の

2,500百万円を見込んでおります。 

「美容室運営事業」「ＩＴアパレルブランド事業」の販売費及び一般管理費につきましては、引

続き経営基盤の効率化の改善を進めてまいりますが、売上高の低下に相応して、前回予想と比べ営

業利益は175百万円減少の△175百万円、経常利益は175百万円減少の△175百万円、当期純利益は145

百万円減少の△315百万円を見込んでおります。 

 

個別の業績予想につきましては、連結子会社からのコンサルティング売上が一定に推移し、販売

管理費及び一般管理費につきましても、計画通り推移していることから、当初業績予想の修正はあ

りません。 

 

 

（注）上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手した情報に基づいて合理的に判断し

たものであり、リスクや不確実性を含んでおります。実際の業績は、今後の経済環境や事業運営

における状況の変化などにより、業積予想数値とは異なる場合がありますことをご承知ください。 

 

 

 以上 


	- 1 -: - 1 -
	- 2 -: - 2 -


